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Summary 
It is hardly ne巴essaryto say that stres自， or what is commonly called ac巴ent，is one of 
the most important things to be studied especially by Japanese scholars of English. Stre呂田
in spoken English is not always fixed and un巴:hangeable，as is shown in dictionaries. It varies 
a巴巴ordingto various cir巴umstances. The present tr巴atisedeals with this fa巴tac巴essibleto 
the writer in sentences as well as in words， not merely practically~寄but theoretically Jikewise. 
Order of Dis巴ussion
1. Introdu巴tion
I. W ord-stress 
1. Stress in Simple W ords 
2. Stress in Compound-words 
II. S巴nten巴巴-stress …..・H ・.
1. Emphatic Stress ・…H
2. Even Stress …… 
3. -Contrasting Stress …...・H ・
4. Rhythmical Stress ・H・H・.




ユイト)ともいって日本語に沿ける pitch-accent(高さアクセント)，たとえば kata(屑)と kat五(型)，






4O' 司脅 悶 支
(weak)，中勢 (medium)，強勢 (strong)去よび最強勢 (emphatic)であるロ LLOYDはさらに精
密に五段階に分けて第一強勢 (ful1stress)， 第二担勢 (secondarystress)， 今強勢 (halfstress)， 
弱強勢 (weakstre鉛)，無担勢 (stresslessness)としている。例語をあげていないが，私の考えで
はたとえば， op-por-tu-ni-ty (童文字の順序に従って強勢が弱まる)のように 1が第一強勢， 2が
第二盟勢， 3が竿担勢， 4が弱路、勢， 5が無強勢というわけになるので星うろう。
つぎに文強勢について考えると，とれば語強勢と遣って一定していない。つまり諾の強
意によって相還してくる， たとえば:
Did he come to-day? (あの人は貫際来たんですか。来たととはほとんど信じられないJ
Did he come to-day? (今日来たんで、すかJ







音節に戻って強勢が去かれるととである。 たとえばフランス語の Cl凶作， )から由来の city
が('X)となり，その他 prison，nature等もその例である。 。ぎに接頭町ーにはたとえば begin，
assent， defence， receive等の如く拐、勢がない。 もっともとれには例外があるととはもちろんで
たとえば promise，pr巴face，com pany， difference等によって知られる。接尾酔も強勢は.i;かれ
たいが，ある若干の接尾酔によって語根の強勢が麓ってくる場合がるる。 一例をあげれば，




がるる:admirable， c6mparable， lament乱ble，preferable， reput油le等。 そのほか接頭酔がきわ
めて明瞭た意義をもう場合，均等拐、勢 (evenstress)となるととがしばしばある:如ti-climax，
d{sloyal， ex-president， re-arrang巴， 1lItra-fashionable等。 同ヒ接頭献でも否定を表わす接頭酔
の場合はどうなるか。 in-，unー を有する語は一般に接頭献に中勢 (medium)が去かれる:
inaccurate， incorrect， inordinate; unknown， unfortunate， unusual等。 との中勢iが時によると拐、












Hyde Park， week end， upstairs， d6wnstairs， seasIde， aftcrn6on， ping哨p6ng，plum pudding， 
， fr6nt-deor， tIck-tack， summer 1l16rning， common sense， steel pen， garden wall， evening 
st五r，l1an c6ok， headwaiter， Water16o， p6st effice等。
(同形容詞(または副詞)+形容詞の如き複合詞にゐいて:
good looking， hard b6iled， twenty-flv巴等。
(c) 分離できない複合詞，その他分離でまない要素が著しく強い意義をもっとき:
undo， mlsjudge， headmaster， thirteen等。
(2) (' X) 
(a) 自然物の名ほとの強+弱の形式をとる。それはとの構成する雨諸が一緒になって，
ある翠ーの概念、を表示するからである:
áppletr~e ， butterfly， g61dfish， sandstdn巴等。 したがって blackbIrd (黒い烏)と blackbird
(つぐみ)との区別ができてくる。 streetとの複合詞は('X)となる:Oxford Street， 
hIgh street. ととろが roadまたは squar巴との複合はそれに似て非で均等強勢(''.) 
をとる:Oxford Road， Hanover Square， park lan巴・
(b) 複合詞が何かの種類の因果関係，行詰，または現象を表わすとき:
b6okbinder， earthquake， flewerpdt， musicm託ster，rainbdw， scheolll1aster， steambdat， 
walking-excGrsion 空宰。
(c) 均等鼠勢の複合詞もしくは多音節語が名詞の前に形容詞的に用いられるとき:
a geod-natured fellow (ただし Heis gdod-natured.)， hard-bdiled eggs， thIrteen men， 
Berlin weol等。 したがって乱 seveno'clock dinnerの seveno'clockは('X)で，
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bil of fare， m~n of the wl'rld， dlp and saucer， knife and f6rk等。
(b) 敬稀と姓名との複合にむいて用いられる:
Mister SmIth， Miss Robertson， F五m ぽ Hughes ~!t; 。
(c) gdod meining fDような「程の感嘆詞の場合にも起る。




て ragman[ragma:n]， J ohnsonはがnsnJにfIf.jLて grandson[sr8らndsAnJ等。
さらに特記すべきととは out-，over-という接頭鮮をもっ諾である。名詞または形容詞と
して用いられるときは第一音節に班、勢がある:eutbreak， t.utcast， 6utH1nder， eutldok， euゅ託tient，
outl託.y;6vercdast， everfldw， 6vershde， oversight等。 とれに反してとれらの接頭酔をもっ動詞
は第二音節に班、勢がある:dutbid， dutgr6w， dutnumber， dutrun; dverlay， dverlook， dverrule等。
ととろが ovcr-をもっ名前・形容詞むよび動詞はその over-の意義が「過度・過大」乞表わす







最後の語で、ある wetに3なかれる。 とれは泊極的強勢であるが，とれに封して Lookhow wet 













antiradical， archbishop， misc6nduct， unbelief等。
(d) ー音節以上の翠語中にも起る:




thc townmouse and the countrymouse. 
He said that c6untry people werc rcalIy much lazier than town people. 
Quite inside and 6utside th巴 house.
thJrteen， f6urteen， fift舟 1(阜潤の場合は How61d are you?に封して thIrteen・となる)
しかし時には封日立されているにもかかわら歩，均等強勢をとるとともるる:
1 don't mind cold beef， but I cannot stand cold mutton. 
4. 律動強勢
千手動拐、勢とはたとえば agood thingであるが， a very gdod thingとなるような， つま
り三つの謹績的強勢を避けるためにJl1いられるものである。 したがって均等強勢をもっ諾は
強勢語の前にくると('X)となる，要するに不均等となる。 一例をあげると Berlinである
がその後に woolがくると Berlinw601とゑる。均等強勢語が気息、群 (breath-group)の格り
に4うる場合，語尾の強勢がしばしば語頭のそれよりも強いととが認められる。 この:ffj:賓は音
盤英語にゐけるつぎの貰例がよく誰明するととろである:
(a) His age is fdurteen・ F6urteenmen. 
(b) They were dutside. An outside pr.sse時 er.
(c) Some felI by the wiiyside. A waysidc 1nn. 
(d) She is a princess. The Princess Alice・
(e) 1 saw him in the討ternoon. Afterndon cals. 
(f) Among the Chinese・ A Chinhe lantern・
(g) H巴 isgoing to Bhlln. Berlin pEIpers. 
(h) He is very shdrt-sighted. A sh6rt-sighted man・
(i) Made of india-rubber. An india但rUbber bal. 
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IV.結語
英語は古来外圏諸の影響を多分に受け，いわゆる混成語 (compositelanguage)であるため
に一定の語彊勢の法則というものを定めるととはできないが， 語源を同じくするドイツ語と
同様に第一音節に3なかれて護昔される傾向のあるととは争えぬ事賓である。 また英米に沿い
て語強勢が相違する語もかなり多い。
以上述べた強勢の諸費化は無意識に昔聾英語に沿いて行われている。 とれをみてち規則
あっての言語ではないととがわかる白である。 要するに語強勢に沿いても文強勢に3ないても
心理‘的に導かれ， 意義的重要性を直感して強勢の置き換えを行うととはその本質に沿いては
どとの国語に沿いても共通的現象でるる。 したがってとの麓の文献は英米本閣に沿いてはま
ととに乏しぐ，むしろヨ{ロツパ大陸の墜者によって比較的研究されているのが現欣である。
HENRY SWEETがー圏諸の研究は理論的にせよ，賞用的にせよ，昔聾墜にその基礎を沿かね
ばならないという言葉を想起して，文字英語 (WrittenEnglish)より音響英語へ国欣の費時と
共に注意を向けつつるるわが英語撃界に沿いて，筆者はととに Stressの現象を科率的K分類
して理論づけようとあえて試みたものである。
執筆に首って鷲山教授の御助言に封して深く感謝の意を表する。
(畷和25年10月31日受付)
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